
子どもの健康を守るガス削減プロジェクト ◎３年間で、ガス料金
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教）北翔養護学校

【重度重複障害を持つ子どもが通う学校】

【体温調整がむずかしい児童生徒が多く通学している】

①環境負荷を軽減し、極力市民の負担を減らしたい（職員全員）

札幌市立学校の中で唯一冷房が完備されており、環境負荷が高い

②少しでも室内温度を下げたい

平成2６年度４月～ 毎日実施⇒今後も 最初一人⇒職員全員に拡がり

①体育館・廊下等の窓を開けて、朝の冷たい空気を取込む

②冬に使用する床暖施設に、夏期間冷水を回し床冷を行った。

③福祉タクシー等による通学のため、職員全員で雪を残さない除雪作業

を行い、凍結時のみロードヒーティングを使用

④温水器、冷温水発生器の稼働台数管理、スケジュール管理、使用教室

把握、教室カーテン開閉、フィルター清掃と交換

⑤職員全員に、取組みの状況をその都度朝の打ち合わせ等で説明した。

①疑問点を集約・なぜ一部教室の室温が高くなるのか・温水器、冷温水

発生器が一年中稼働している理由は何か・すべての教室等に一括で冷房

暖房を入れる必要性はあるのか・プールの水温は、いつ適正温度に達す

るのか・フィルターは使われているのか・ロードヒーティング稼働時期

は等々

②情報を収集・平成26年４月から、8時、10時のプールの温度を測定・

外気温と各教室の室内温度を測定・毎日のガス使用量を記録

③専門家のアドバイス（市教委施設担当課の齊藤機械担当係長）・室内

温度を下げる方法として「床暖施設に冷水を回せば。」とアドバイスを

受ける・結露しない床面温度を、各教室の室内温度から25度と割り出

す。

◎季節ごと、温水器（プール）の適切な温度設定と稼働台数、稼働時間

を把握



◎３年間で、ガス料金 約９６０万円節約
○ガス使用量は、平成２５年度と比較すると平成２６年度から２８％削

減でき、ガス料金で比較すると、平成２５年度と平成２６年度では、

1,930,851円節約し、さらに平成２７年度にはガス料金が下がったこ

ともあるが、平成２５年度を基準とすると、3,354,922円節約でき

た。そして、平成２８年度で、これからの12月から３月を前年度と同額

で計算すると、４,368,538円の節約となり、3年間で合計9,654,311

円節約することとなる。

第８回さっぽろ環境賞 市民・団体部門 「優秀賞」

平成２８年度札幌×未来アクション報告会 「さつみら大賞」

第７回北海道新聞エコ大賞 企業・団体の部「奨励賞」
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テーマ  

  

 本校の生徒には重度重複障害がありますが、可能な範囲で社会に貢献できる取組がないだ

ろうかと、生徒と学校に関わる方々とが一緒になって検討を始めました。 
 このことがきっかけとなって、学校の教育活動として環境問題を取り上げたり、生徒、
保護者、職員など学校全体でゴミの分別や減量に取り組んだりすることとなりました。 

きっかけ 

  
  平成２５年８月 第５回 さっぽろ環境賞「循環型社会形成部門 奨励賞」受賞 
 
 平成２６年２月 第９回 元気の種コレクション「パフォーマンス賞」受賞 
 
 平成２６年４月 第４回 北海道新聞エコ大賞「奨励賞」受賞 

取組内容 

 ゴミは、分別せずそのままゴミ箱に入れるとただのゴミですが、分別することによって、

コピー紙などの古紙は再生紙の原料となり、ゴミ収集業者が廃プラゴミを運搬する運搬費

や搬入費に充てる価値をもたせることができます。（ゴミ貨幣） 
 そこで、「ゴミ貨幣」になるゴミと一般ゴミとを分別する取組を行いました。 
 さらに、給食で発生した野菜くずを堆肥化するフードリサイクルや自作のゴミ圧縮機
（現在、試作機も含め３号機になります）を使ったゴミ減量を学ぶ取組を行っています。 

エピソード、取組んでの感想 

  

 「ゴミ貨幣」を増やすため、職員へゴミの分別の仕方を周知徹底しました。いわゆる「貯

金の勧め」をし、上手な貯蓄方法を写真などでわかりやすく提案するようにしています。 
 また、本校の「ゴミ貨幣」と業者の「運搬費用や搬入費用」との「交換レート」交渉は、
円安等の為替レートの変動やガソリンの高騰に影響され苦労しているところです。 

アピールＰＯＩＮＴ、成果 

受賞歴 

 
 日常の生活で「ゴミをゴミ箱へ入れること」を、無理のない程度の努力により、錬金術の
ようにゴミを価値のある「ゴミ貨幣」に変えることができました。またゴミの減量で地球
に対する負荷を軽減しつつ、紙ゴミの再資源化にもつながりました。 
 日常の行動の積み重ねで、今年度のゴミの収集量が、平成２２年度と比較すると約半分

になったことは大きな成果です。 

ゴミ減量プロジェクト 

北翔養護学校（エコプロジェクト） 
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